
松戸市竹ヶ花４５－５３松戸市衛生会館２階
　TEL：０４７－７０１－７５３３
　FAX：０４７－７０１－７５３５

　相談受付：月～金　８：３０～１７：００
　＊土日祝日・年末年始・上記時間以外は転送電話対応になります

【お問い合わせ先】

松戸市在宅医療･介護
連携支援センターを
ご活用ください

在宅医療・介護連携の課題抽出と対応策の検討
地域の医療・介護資源の把握

（１）地域ケア会議を通じた地域サポート医による課題
抽出、対応策検討の取りまとめ

（２）在宅医療・介護の資源把握
（３）診療やサービス内容の把握に役立つ情報の収集、共

有化…など

在宅医療・介護連携に関する相談支援

（１）地域包括支援センター、介護支援専門員等への相談支援
（２）地域サポート医、専門サポート医や多職種によるアウ

トリーチのコーディネート
（３）医療連携が困難な相談事例に対する医療・介護関係

者間の直接調整
（4）医療専門職による相談支援・質向上支援…など

◉ 重層的支援体制整備事業

◉在宅医療･介護連携推進事業

松戸市在宅医療・介護連携支援センターの取り組み 医療・介護・福祉職の方へ

地域共生社会の実現を目指すため、高齢や障害、子どもなど、世代や領域を問わず、医療・介護・
福祉・行政に携わっている方々からの相談に応じます。医療・介護・福祉に関する悩みや、
支援の対象者が抱えている様 な々課題について、関係機関とともに解決に向けて支援します。

地域における保健・医療・福祉の包括的な相談支援を行っています

アウトリーチ等を通じた継続的な支援

（１）世帯全体の複合的なニーズを捉え、本質的な課題の評価
を行うため、各機関、専門職への相談支援

（2）障害児者の受診拒否・サービス拒否など、医療連携が
困難な事例に対する専門職間の直接調整

（3）潜在的な相談者に支援を行なうため、支援会議や重
層的支援体制整備事業が適切かつ円滑に実施される
ための会議での助言、啓発…など

フレイル予防事業（ハイリスクアプローチ）

◉ 高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施

（１）低栄養、筋力低下等による心身機能低下により、要
介護状態となることを予防し、ハイリスク者を特定
し支援

（2）医療専門職による電話相談・訪問相談により保健指
導等を実施

（3）アセスメント結果に基づいて、栄養や運動を含む保健
指導、適切な医療機関への接続等を実施

地域ＩＣＴシステムの活用支援・促進

◉ 医療・介護連携地域ICTシステム事業

（１）在宅医療・介護関係者の情報共有を支援
松戸市医療・介護連携地域ＩＣＴシステムの事務局機
能…など

医療・介護関係者の情報共有の支援
知識の習得等のための研修などの
地域の実情に応じた医療・介護関係者の支援

（１）多職種協働会議の開催、運営
（２）連携対応能力向上のための相談事例のまとめ、

研修会の運営
（３）在宅ケアに携わる職員向けの医療・介護連携に

関する研修会の運営…など

切れ目のない在宅医療と
介護・福祉等の提供体制構築の推進

（１）二人主治医制の運用（副主治医たる医師の選定支援）
を通じた、かかりつけ医の推奨

（２）在宅医療に新規参入するかかりつけ医への支援
（3）在宅医と他職種の連携ルール（エチケット集）の作成

と運用改善
（4）医療・介護関係者の情報共有を支援するツール等の

利用促進 
（5）医療・介護関係団体の事務局機能の支援

地域住民への普及啓発

（１）在宅ケア普及のための地域におけるミニ講演会の開催
（2）在宅ケア普及のための市民公開講座
（3）普及啓発素材の開発・普及 
（4）松戸市医師会が実施する小中学校への出前授業
「まちっこプロジェクト」との連携…など

全世代への相談に対応



地域を“一つの病院”としてとらえ 市内の医療・介護・福祉機関や行政が一体となって機能を
果たし 老いても病んでも暮らしやすいまちづくりを目指します

適切な医療につなぐ支援在宅医療の質向上支援

通院可能な早い時期から「かかりつけ医」
「かかりつけ歯科医」をもてるように支援します

医師等からの依頼に基づき、医療
専門職が、それぞれの専門領域の
大まかなアセスメントを行い、診療
や支援に資する助言を行います

かかりつけ医の推奨
（かかりつけ医と病院医師・歯科医師が協働する）

医療専門職による評価や助言

新規開業や在宅医療新規参入
の医療機関等を支援します

かかりつけ医の在宅医療
スタートアップ支援

地域ＩＣＴシステムの導入支
援、多職種連携における情報
共有を支援します
新たな活用方法の提案など
により、情報共有のスキル向
上、運用の拡大を支援します

医療・介護・福祉に関する相談支援・
地域課題の抽出

全世代に対応し、医療・介護・福祉に関する
困りごとや、支援上の様々な課題について、
関係機関とともに解決に向けて支援します

＊川上PJ･川中PJ･川下PJとは
川上プロジェクト：健康な方への普及啓発活動
川中プロジェクト：健康寿命の延伸を図り、適切な医療につなげる支援
川下プロジェクト：対応が困難な方へ医師が訪問や助言を行う支援

助けを求められない人への支援(川下PJ*)
医師によるアウトリーチ(訪問支援)

医療機関受診や介護・福祉サービスの利用を拒否してい
る、虐待やセルフネグレクトが疑われる、認知機能や理解
力・コミュニケーション能力に課題があり適切な医療を受
けられていないなど、支援の方向性が立てられず苦慮して
いる方々について、医師の診立てが必要な場合は、地域サ
ポート医・専門サポート医が訪問し、大まかな診立てや、医
学的見地から今後の支援への助言を行います

健康寿命の延伸の支援(川中PJ*)
ハイリスクアプローチ（フレイル予防支援・重症化予防支援）

重症化の予防、フレイルや認知症の予防など
健康の維持・増進を図るため、医師の助言の
もと、医療専門職が連携・協働し、個別性を踏
まえ、予防や医療機関への接続を行います

地域ICTの活用支援

市民向けの医療・介護・福祉教材を作成
し、専門職を講師として派遣し健康につ
いて普及啓発に取り組んでいます

松戸市医師会が行う小中学校の児童・
生徒を対象にした健康について啓発す
るための出前授業「まちっこプロジェク
ト」と連携を図っています

小中学校への出前授業・住民への普及啓発

地域の方々への普及啓発活動(川上PJ*)

活動の基盤としての
事務局機能


